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下 水 道 処 理 水 の 再 利 用 の た め に 高 度 処 理 方 式 で あ

る 活 性 炭 吸 着 法 、 オ ゾ ン 酸 化 法 、 膜 分 離 法 か ら ２ つ を

選 び 、 そ れ ぞ れ の 処 理 法 と 概 要 と 特 徴 を 述 べ よ 。  

 

下 水 処 理 水 の 再 利 用 目 的 と し て 、 健 全 な 水 の 循 環 を

は か る 上 で 重 要 な 役 割 を も つ が 、 そ の 主 た る 要 素 は 以

下 の と お り 。  

１ ）  水 資 源 有 効 利 用  

 ・ 水 洗 用 水 、 散 水 用 水 と し て の 再 利 用  

 ・ 修 景 利 用 、 親 水 利 用  

  水 道 原 水 取 水 な ど 放 流 水 域 系 の 利 水 対 策  

２ ）  環 境 へ の 配 慮  

  ・ 放 流 水 域 の 水 質 環 境 基 準 の 達 成  

  ・ 閉 鎖 性 水 域 の 富 栄 養 化 防 止  

（ １ ）  活 性 炭 吸 着 法  

 下 水 処 理 水 中 の 微 量 溶 存 有 機 物 質 に 対 し て 、 活 性 炭

の 多 孔 質 表 面 に お い て 固 － 液 界 面 で の 濃 度 平 衡 が 発 生

す る 現 象 を 用 い て 有 機 分 を 除 去 す る 方 法 。  

 下 水 処 理 水 中 の 色 度 成 分 除 去 や 、 環 境 ホ ル モ ン 等 の

微 量 汚 染 物 質 除 去 に 有 効 で あ る 。  

１ ）  活 性 炭 の 物 性  

・ 多 孔 質 で 比 表 面 積 が 大 き い （ 1 0 0 0 m 2 / g ）  

・ 種 類 と し て ヤ シ が ら 系 に 代 表 さ れ る 木 質 系 と 石

炭 系 に 分 類 さ れ る  

・ 吸 着 能 力 を 左 右 す る 条 件 と し て 、 被 吸 着 物 の 疎
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水 度 、 温 度 、 分 子 量 、 濃 度 な ど が 条 件 と な る 。  

２ ）  吸 着 能 力  

 活 性 炭 の 吸 着 能 力 を 判 断 す る 指 標 と し て 、 一 般 的

に 等 温 吸 着 式 に よ っ て 確 認 す る 。 吸 着 等 温 式 は 様 々

な 条 件 に よ り 種 々 の 等 温 式 が 用 い ら れ る 。 そ の 代 表

的 な 等 温 式 は 以 下 の と お り 。  

・ ヘ ン リ ー 式 ： 気 相 吸 着 の 場 合 に 適 用 さ れ る 。  

・ ラ ン グ ミ ュ ー ア ー 式 ： 濃 度 範 囲 が 広 い 場 合 に 適 用  

・ Ｂ Ｅ Ｔ 式 ： 活 性 炭 比 表 面 積 算 出 に 利 用 。  

・ フ ロ イ ン ト リ ヒ 式 ： 液 相 吸 着 の 場 合 に 適 用 。  

下 水 処 理 に 適 用 す る 場 合 フ ロ イ ン ト リ ヒ 式 に よ る

が そ の 概 要 は 以 下 の と お り 。  

 

３ ）  吸 着 設 備  

 吸 着 装 置 の 方 式 と し て は 、 か く は ん 槽 吸 着 、 固 定

槽 吸 着 、 移 動 相 吸 着 な ど の 方 式 が あ る 。 そ の 中 で 固

定 相 吸 着 方 式 が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。  

 

フロイントリヒ式　　Ｘ＝ｋＣ＾ｎ
Ｘ：活性炭の吸着量     (a)
Ｃ：平衡濃度
ｋ、ｎ：定数

フロイントリヒ式の対数をとると logX
logX＝logｋ＋ｎ・logC　となる

  (b)
右図の吸着等温線のうち(a)は勾配ｎが
小さく低濃度から高濃度に渡り吸着される。
事を示し、(b)は高濃度では吸着量が大きいが logC
低濃度では吸着量が小さい。 フロイントリヒ　吸着等温線
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４ ）  再 生 法  

 活 性 炭 の 特 質 と し て 、 吸 着 破 過 に 到 っ た 活 性 炭 を

再 生 す る こ と に よ り 機 能 回 復 が 可 能 と な る 。 そ の 方

法 と し て 、 乾 式 加 熱 法 、 湿 式 加 熱 法 、 薬 品 再 生 法 な

ど が あ る 。  

（ ２ ）  膜 分 離 法  

下 水 処 理 水 中 の Ｓ Ｓ 成 分 、 溶 解 性 の 物 質 お よ び 分 子

レ ベ ル 物 質 ま で 濾 過 に よ っ て 除 去 す る 方 式 。 除 去 対 象

物 質 に よ り 、 適 用 す る 濾 過 膜 が 異 な る 。  

１ ） 濾 過 膜 の 種 類 と 目 的  

・ Ｍ Ｆ 膜 （ 精 密 濾 過 膜 ）  

細 菌 、 微 細 懸 濁 物 、 ウ イ ル ス 、 バ ク テ リ ア の 除 去  

・ Ｕ Ｆ 膜 （ 限 外 濾 過 膜 ）  

 高 分 子 化 合 物 、 多 糖 類 、 タ ン パ ク 質 、 人 工 透 析  

・ Ｎ Ｆ 膜 （ ナ ノ 濾 過 膜 ）  低 分 子 化 合 物 、 糖 類  

・ Ｒ Ｏ 膜 （ 逆 浸 透 膜 ）  脱 塩 処 理  

２ ） 濾 過 膜 の 管 理 方 法  

 長 期 に 及 ぶ 使 用 に よ り 、 濾 過 膜 の 通 水 性 能 が 低 下

す る 、 フ ァ ウ リ ン グ が 発 生 す る 。 膜 閉 塞 の 防 止 措 置

と し て 、 日 常 の 通 水 方 式 と し て の ク ロ ス フ ロ ー 濾 過

方 式 が 採 ら れ る 。  

 閉 塞 し た 膜 の 再 生 と し て 、 薬 品 洗 浄 を 行 う 。 閉 塞

が 有 機 分 に 起 因 す る 場 合 は ア ル カ リ ＋ 塩 素 に よ る 洗

浄 、 無 機 系 ス ケ ー ル に 起 因 す る 場 合 は 酸 洗 浄 が 行 わ

れ る 。  


